
ワークショップ
地区の現状把握と計画作成に向けて

岡山県地区防災計画等作成推進協議会

第１回⾥庄町殿迫地区部会

岡山県地区防災計画等作成推進協議会アドバイザー
ノートルダム清⼼⼥⼦⼤学 人間生活学科 中井俊雄

日時 令和4年7月3日(日) 15:20〜16:50
会場 ⾥庄町福祉会館⼤ホール

(浅口郡⾥庄町⼤字⾥⾒1107-2)



地区内の基本情報を記入
• 主要道路・県道︓—（茶⾊）
• 路地・狭隘︓—（ピンク⾊）
• 広場や公園などオープンスペース（紫⾊）
• ⽔路・⽤⽔・貯⽔槽︓—（⻘⾊）
• 地域防災上、役⽴つ施設など︓●⻘シール
• 官公署・医療機等、災害救援にかかわる機
関・施設︓●緑シール

• 要配慮者︓●⻩シール
• 避難⾏動要⽀援者︓ ●赤シール

ハザードマップの情報を⾊付けする

ハザードマップを見ながら、
•自宅や避難所周辺で起こりうる災害を
できるかぎり想定する

•危険区域を/////で色付けする
•土砂災害警戒区域を/////で色付けする



危険︕⼼配︕を付箋に書いて貼る
• どこで何が起こりうるのか
• ⾃⼒で避難するのが⼤変そうな⼈
• リスクのある場所に住んでいる⼈
• 昔はこんな地形だった︕
• 昔はここでこんな事があった︕
• ここにはこんな危険があるかも…
• ⼀⼈ずつの避難経路を想定して考え
てみませんか︖

気づいたこと
思ったこと

話し合ったこと

付箋に書き込んで
模造紙に書いてまとめて発表

お願いします



災害時に重要な…⼈・モノ・⾦・時・知恵
私たちの地区の強み（いいところ） こんな事ができたらいいな

地区の弱み（困りそうなこと） 私たちにできること

⼤規模災害の発生を仮定して，こ
の地域での被害状況を地図上に
記入してみましょう。
そして，誰にどう避難していた
だくかなど，より具体的に考えて
みましょう。

つづく


